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本資料の利用目的

■「デジタル田園都市国家構想」では、地域の個性を活かしながら、Well-being向上
と持続的な発展を実現する手段として、LWC指標の活用が求められています。

■「LWC指標利活用ガイドブック」の説明の通りLWC指標の活用には、客観データに
基づく都市の現状を表す環境の因子と、主観データに反映される市民の認識や期待を
表す心・行動の因子の繋がりを把握することが重要です。

■その繋がりに、自治体だからこそ持ち得る地域独特の情報や文化も踏まえ、地域での
取り組みが、どのように市民の幸福につながるかの仮説をたて、それをストーリーとして可
視化することで、市の政策・施策の議論にご活用頂けます。

■本資料には、シナリオ作成の際に参考としていただける仮説事例を収集しております。
自治体毎のシナリオ作成にお役立てください。
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幸福のシナリオ事例集 目次

1.本資料の利用方法

• データ分析を踏まえ、幸福のシナリオ（仮説）を作成します

• サービスを受け取る市民の生活を想像し、幸せの因子の繋がりを可視化します

2.幸福のシナリオの具体的事例

① 地元農産物の地域内消費による域内経済の好循環 （作成：スマートシティインスティテュート）

② 観光DXや地域通貨の導入による域内経済の好循環 （作成：スマートシティインスティテュート）

③ 医療データベースの構築が可能とする健康促進 （作成：スマートシティインスティテュート）

④ 自然環境との共生に着目する都市の事例 （作成：スマートシティインスティテュート）

⑤ 歴史・文化・遺産等に着目する都市の事例 （作成：スマートシティインスティテュート）

⑥ 多様な人々との共生に着目する都市の事例 （作成：スマートシティインスティテュート）

⑦ 「デジタルグリーンシティ」によるWell-beingの実現 （作成：前橋市）

⑧ 文化活動に参加することによる生活満足度の向上 （作成：スマートシティインスティテュート）

⑨ アートによるまちおこし・地域文化の伝承 （作成：スマートシティインスティテュート）

⑩ 民間取組事例：発達支援を通じた子供のWell-Being向上 （作成：スマートシティインスティテュート）

３.LWC指標とKPIの連携事例

• 参考例①

• 参考例②
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1.本資料の利用方法

2.幸福のシナリオの具体的事例

3. LWC指標とKPIの連携の事例
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データ分析を踏まえ、幸福のシナリオ（仮説）を作成します

標準LWCIダッシュボード

居住環境 公共空間 安全安心 自然環境 移動 買物・食糧 医療健康 介護福祉
子育て
義務教育

高等教育
地域との
つながり

雇用

ファーストレイヤー（全国一律オープンデータ＋主観的幸福感のアンケート調査）

セカンドレイヤー（基礎自治体の固有データ（市民意識調査等）＋民間データ）

オプショナル分析・ワークショップ

国レベルのマクロデータ（日本全体・都市間比較・国際比較等）

＋

幸福のシナリオ・ライブラリー
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◼ 市民の幸福感向上に向けた施策立案には、幸福のストーリーの可視化が有効です。
◼ 本資料では、LWC指標を用いて絞り込んだ幸せの因子から、住民の幸福感向上につながるストーリー
について、具体的事例をご紹介します。

データの背後にある市民を想像

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

市民の幸福感

文化・芸術への興味・関心

アートフェスティバルの
開催

デジタルの利活用

活気のあるまち

訪問者の増加
訪問者による
体験の向上

まちへのプライド

市民の幸福感向上に向けた施策を、ストーリーとして可視化

文化・芸術に注目した場合のサンプル

サービスを受け取る市民の生活を想像し、幸せの因子の繋がりを可視化する

サービスを受け取り、評価するのも
結局は人（個人）

Well-
Being?

モビリティ

エネルギー

環境共生

災害対策

地域活性化 観光・産業

スマート公共医療・介護

...

施策

市民

人ごとにニーズも評価も異なる

生活シーンはさまざま

出典：慶應SDM 白坂研究室
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1.本資料の利用方法

2.幸福のシナリオの具体的事例

3. LWC指標とKPIの連携の事例
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持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

該当するKPI

⑬農作物の生産者と飲食店等のマッチング

①個人の主観的幸福（内田先生）

①協調的幸福感（内田先生）

②地域への愛着（内田先生）

②地域との相性（前野先生）

③地域の一体感 (シェアド・リアリティ)
（内田先生）

⑤納税者一人あたり課税対象所得

⑥完全失業率

⑥若年層完全失業率

⑥市区町村内で従業している者の割合

⑨地元でとれる食材を使った料理を食べ
た（センシュアス・シティ）

⑨地酒・地ビールなど地元で作られる酒
を飲んだ（センシュアス・シティ）

⑤地元民の所得向上

⑨地元の食材への満足

②地元への愛着

⑫生産者の販路拡大⑪安心安全な食材

⑥地元での雇用機会の創出

③地域の一体感

⑩地元農業の振興

④地域の賑わい

⑦食文化への誇り ⑦地元内で経済が循環

① 地元農産物の地域内消費による域内経済の好循環（SCI-J作成の仮説）
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② 観光DXや地域通貨の導入による域内経済の好循環（SCI-J作成の仮説）

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

該当するKPI

⑬デジタル地域通貨基盤の導入

⑤地元民の所得向上

⑧地元での買物
志向

②地元への愛着

⑪事業者の負担軽減⑩便利な買い物体験

⑦地元内で経済が循環

⑥地元での雇用機会の創出

③地域の一体感

⑨地元企業の競争力強化

④地域の賑わい

①個人の主観的幸福（内田先生）

①協調的幸福感（内田先生）

②地域への愛着（内田先生）

②地域との相性（前野先生）

③地域の一体感 (シェアド・リアリティ)
（内田先生）

⑤納税者一人あたり課税対象所得

⑥完全失業率

⑥若年層完全失業率

⑥市区町村内で従業している者の割合

⑩生活の利便性（前野先生）

⑭市への観光のDX

⑫観光客の消費単価向上

市民のWell-Being向上
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③ 医療データベースの構築が可能とする健康促進（SCI-J作成の仮説）

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

該当するKPI

⑭PHR/EHR情報が閲覧可能な医療DBの構築

①個人の主観的幸福（内田先生）

①協調的幸福感（内田先生）

②地域への愛着（内田先生）

②地域との相性（前野先生）

③地域の一体感 (シェアド・リアリ
ティ) （内田先生）

④地域内互酬性の規範（内田先
生）

④地域内サポート受領（内田先生）

④つながりと感謝（前野先生）

⑤地域内信頼（内田先生）

⑧一人あたり後期高齢者医療費

⑧一人あたり国民健康保険者医療費

⑨健康状態（前野先生）

⑩市町村国保特定健康診断受診率

⑪健康寿命 (男性)

⑪健康寿命(女性)

⑪健康状態（前野先生）

⑪個人の主観的健康（内田先生）

⑨メンタルヘルスの改善

⑫住民へのヘルスケア
サービス情報提供

⑪住民の健康
寿命向上

⑬質の高いオンライン
診療

⑩健康維持・予防
のための意識改善

⑦高齢者の地域
活動への参加⑥近所との交流

⑤近隣地域への信頼

②地元への愛着 ③地域の一体感

④近所での助け合い

⑧医療費の
削減

市民のWell-Being向上
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④ 自然環境との共生に着目する都市の事例（SCI-J作成の仮説）

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

⑫住み続けたい気持ち

⑧自然保全の意識

⑥市民活動への参加

④政治活動への参加

②政策的アウトプット

該当するKPI

*環境共生指数を構成するKPIは、SDGs未来
都市、ゼロカーボンシティ、グリーン契約の方針、
気候変動イニシアティブへの参加。

⑬魅力的な自然環境・生活環境・アウトドア型ライフスタイルへの憧れ

⑪●●市への移住意識

⑨自然に囲まれた
生活の喜び

⑦他者への説明・勧誘

⑤コミュニティ意識の醸成

⑩心身の健康

① 街に愛着がある

② ごみのリサイクル率

② 環境共生指数*

③ 外部から見た街のイメージがよい

④ 地方自治に対する住民の意識が
高い

④ 首長選挙の投票率

④ 市区町村議会選挙の投票率

⑥ 多様な地域参加の機会がある

⑥ 10万人あたりNPOの数

⑥ 自治会・町内会加入率

⑩ 健康寿命（男性）

⑩ 健康寿命（女性）

⑫ 居住期間が20年以上の人口割合

⑬ 自然環境が豊か

⑬ 非可住地面積割合

①自然環境との共生へのシビックプライド向上

③「●●市」ブランド意識

市民のWell-Being向上
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持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

⑫住み続けたい気持ち

⑥市民活動への参加

④政治活動への参加

②政策的アウトプット

①文化・歴史遺産が豊富な街に住むシビックプライド向上

該当するKPI

⑬魅力的な生活環境・歴史を感じられるライフスタイルへの憧れ

⑪●●市への移住意識

⑦他者への説明・勧誘

⑤コミュニティ意識の醸成③「●●市」ブランド意識

① 街に愛着がある

③ 外部から見た街のイメージがよい

④ 地方自治に対する住民の意識が
高い

④ 首長選挙の投票率

④ 市区町村議会選挙の投票率

⑥ 多様な地域参加の機会がある

⑥ 10万人あたりNPOの数

⑥ 自治会・町内会加入率

⑩ 図書館や公民館など文化施設が
充実している

⑫ 居住期間が20年以上の人口割合

⑬ 街の歴史・伝統などに関わる文化
資源が豊富

⑬ 国宝・重要文化財（建造物）の
数

⑬ 日本遺産の数

⑧地元の歴史・文化
への関心

⑨歴史的・文化的
遺産保護の意識

⑩文化施設を利用
しての学習

⑤ 歴史・文化・遺産等に着目する都市の事例（SCI-J作成の仮説）

市民のWell-Being向上
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⑥ 多様な人々との共生に着目する都市の事例（SCI-J作成の仮説）

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

身

体

的

健

康

精

神

的

健

康

社

会

的

健

康

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

凡例
緑色：客観
橙色：主観

該当するKPI

① 街に愛着がある

④ 外部から見た街のイメージがよい

⑥ 子育てについて相談できる相手が地
域にいる

⑥ 介護について相談できる相手が地
域にいる

⑦ いろいろな面白い人、魅力的な人が
住んでいる

⑪ 多様な地域参加の機会がある

⑪ 10万人あたりNPOの数

⑪ 自治会・町内会加入率

⑫ 行政からの情報発信が充実している

⑮ 居住期間が20年以上の人口割合
⑪市民活動への参加

⑧共生社会の意識

⑤共生の地域づくり

⑨近くにいる人の生き
にくさの気づき

⑥暮らしの中での支え合い

③皆がそれぞれ望む
形で社会参画

⑦多様性を認める気持ち

⑭学校・公共施設
での学習・交流

⑩市外住民・観光客
との交流

⑬近所での交流

④「地域」ブランド意識

⑮住み続けたい気持ち

②多様な人々が暮らせる社会
のあり方について意見交換

⑫行政から
の発信

①共生社会へのシビックプライドの向上

市民のWell-Being向上
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⑦ 「デジタルグリーンシティ」によるWell-beingの実現（作成：前橋市）

出典： 2022年6月24日開催イベント「デジタルグリーンシティ 〜前橋市の取組〜」 日本PFI・PPP協会＠前橋市プレゼン資料より抜粋
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⑧ 文化活動に参加することによる生活満足度の向上（SCI-J作成の仮説）

瀬戸内国際芸術祭の満足度調査

https://setouchi-artfest.jp/visit/official-tour/

◼岡山大学が瀬戸内国際芸術祭が開催される
島々に暮らす住民の幸福度を調査。島民を対
象とした生活の満足度等に対するアンケートを
実施（日本経済新聞記事「瀬戸芸、生活満
足度高める 岡山大・ベネッセ、島々調査の中
間報告」より）。

◼結果、52.5%が人生に対する満足度が改善
したと回答。芸術祭に参加する人は参加しな
い人より主観的健康や他人への信頼感等の
割合が高く、芸術祭への参加が社会資本と相
関性があるとしている。

◼本研究の結果として、地域の芸術に関する活
動が健康に良い影響をもたらしていると結論付
けている。

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

文化・芸術への興味・関心

アートフェスティバル
の開催

外部者にとって魅
力的なまち

活気のある
まち

訪問者の増加 地域のつながり

信頼し合い、助
け合うまち

アートを通じた地
域交流

市民のWell-Being向上
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⑨ アートによるまちおこし・地域文化の伝承（SCI-J作成の仮説）

「ベップ・アート・マンス』」大分県別府市

◼「ベップ・アート・マンス」は、文化や地域活動に対
する市民の主体的な参画を促進し、別府市に
おける芸術文化の振興、活力あふれる地域の実
現を目的にする市民文化祭。

◼更に、毎年１組のアーティストを招聘し、地域性
を活かしたアートプロジェクトを展開する個展形
式の芸術祭「in Beppu」も開催。2021年は、
『廣川玉枝 in BEPPU』。

◼NPO法人「BEPPU PROJECT」がプロデュース
し、別府市、地元の企業、業界団体、大学等が
参画している。

◼過去の「ベップ・アート・マンス」の評価では、来場
者は目標を上回り、「アートの町・別府」のイメー
ジが浸透しているとの結果がでている。

http://www.beppuproject.com/work/3180

https://twitter.com/konyokun/status/1485795037720244225?s=20&t=wcQVAqwFXz6AbYsO6AHDSQ

自己実現欲求

安全の欲求

社会的欲求

承認欲求

生理的欲求

自己超越欲求

マズローの
欲求6段階説

持続的幸福
（ユーダイモニア）

快楽的幸福
（へドニア）

医学的幸福
（メディカル）

文化・芸術への興味・関心

活気のある
まち

芸術に熱心な市民

フェスティバルへ
の参加

フェスティバルの
企画

アートに強いまち
との認識

住民間の交流

信頼し合い、助
け合うまち

地域のつながり

市民のWell-Being向上
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凡例
緑色：客観
橙色：主観

Well-being
（幸福感）

①子供のWell-Being向上

個人／家庭地域

ADDSの取組み・
インパクト

⑮エビデンスに基づいた発達支援

⑫（支援者）研修等を通じた認知向上 ⑬（親）子供の特性の理解向上

②強みや個性を活かす
ダイバーシティ文化

⑤地域の人も子育てに理解

⑧学校教育などの関係者
との情報共有

⑦支援の輪の広がり

該当するKPI

① 個人の主観的幸福

① 私の子どもは、現在、幸せである

② 寛容性

③ 地域の保育所、幼稚園などで、子ど
もは安心して過ごすことができる

③ 地域の児童館、子育て広場、公園
などで、子どもを安心して遊ばせることが
できる

④ 将来、子どもが幸せな暮らしを送るこ
とに期待できる

⑤ 子どもの個性を理解して、関わってく
れる人がたくさんいる

⑦ 地域には、子どもの個性にあわせて、
多様な学びや経験を支援してくれる場が
ある

⑦ 地域には、子どもにあった多様な進
学の選択肢がひらかれている

⑨ 10万人あたり外国人人口

⑨ 多様性指数

⑥子供の特性に応じた学びの機会

④将来に対する期待

⑩支援機関同士の
情報共有ステム

③充実した支援による安心感

⑨多様な人が在住 ⑪成長するための場

⑭取組みの啓発活動

心の因子

行動の因子

環境の因子
（暮らしやすさ）

⑩ 民間取組事例：発達支援を通じた子供のWell-Being向上（SCI-J作成の仮説）
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ご参考：発達支援に取り組む特定非営利活動法人ADDS
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1.本資料の利用方法

2.幸福のシナリオの具体的事例

3. LWC指標とKPIの連携の事例
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• 「健康状態が良い」と感じる人の割合 81.3%

• 運動習慣者の割合（男性） 32.3%

• 運動習慣者の割合（女性） 22.6%

• 温室効果ガス排出量推計
6,002千ｔ

-CO2

• 通勤通学に自家用車・オートバイ・タク
シーを用いない割合（客観）

45.1

• 一人当たり小型車走行キロ （客観） 41.4

• 一人あたり国民健康保険者医療費
（客観）

39.3

• 一人あたり後期高齢者医療費
（客観）

41.9

• 市民一人当たりの自動車CO2排出量
（客観）

41.4

• NOx平均値 （客観） 52.4

• PM2.5年平均値 46.5

• コミュニティサイクル利用回数
0.22回/

台・日

• 自転車の走りやすさに対する満足度 29.5%

• 駐輪しやすさに対する満足度 10.1%

参考例①：ウォーカブル（歩く）&バイシクラブル（自転車）政策により、空洞化する都心部に人の流れや賑わ
いを取り戻す

A市民のWell-Being

移動・交通 ・・・ 医療・健康 ・・・
空気・騒音・

清潔さ
・・・ ・・・

LWCIの指標

• 現状のオープンデータよりもより詳細な滞在人口
データや人流データを用いれば、歩きやすいエリア、
歩きたくなるようなエリアを推測することが可能。

• 自転車にGPSロガーを取り付け、起終点、利用
経路、行動範囲等を把握。（高松市の事例）

• ウェアラブル等を用いて住民の健康を測定。歩行
者や自転車の利用者が増えることの効果を推測。

• 空気環境を測定し、自動車等の利用からの温室
効果ガス排出量を測定。車利用の増減の効果を
推測。

人流データ等

市役所のデータ
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• NPO数(客観) 49.6• 保育園や幼稚園が充実（主観） 46.6

• 保育所距離1km未満の割合（客観） 45.9

• 可住地面積当たりの幼稚園数（客観） 45.2

• 子どもを遊ばせる場所が多い（主観） 48.5

参考例②：子育ての課題を、多世代交流施設を設置することで解決へ導く。スタートアップによる補強策

子育て ・・・ ・・・
地域との
つながり

・・・ ・・・ 多様性

• お母さん世代（30代女性）の人流データを活用
し、保育所や幼稚園などの真に必要な場所を特
定。

• お母さん世代（30代女性）の人流データを活用し、学校が終わる午後の時間帯において子育て家庭が滞
留していると推測される地域に、NPOの運営する多世代交流施設を設置。

LWCIの指標

人流データ等

市役所のデータ
• 子育てしやすい街と思う保護者の割合 54.4%

• 保育所等の待機児童数 259人

• 放課後児童クラブの入所希望児童（潜在ニーズを含む見込み）に対する入所出来た児童の割合 77.3%

• 企業・ＮＰＯ法人等が参加した安全・安心ネットワーク数(団体) 40

• 面白い・魅力的な人が住む(主観) 49.6

B市民のWell-Being

• 子育ての相談相手がいる(主観) 49.3
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問合せ先

一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
事務局（LWC指標担当）

sci-japan_lwci@murc.jp
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改訂履歴

版数 発行年月 改定内容

2023-01 2023年4月 ・免責条項（ディスクレーマー）の追記（P24）
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Liveable Well-Being City指標®のご利用に際して

⚫ Liveable Well-Being City指標®（以下、LWCI®）は、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-being）」を可視
化する指標として、一般社団法人スマートシティ・インスティテュート（以下SCI-Japan）が作成・開発したものです

⚫ LWCI®、並びに暮らしやすさの客観指数（個別指数、カテゴリ別指数）、Well-Beingアンケート調査票並びに全国調
査の回答データ、利活用ガイドブック・地域の幸福シナリオ事例集・Q＆A分析用テンプレートその他の資料、説明動画等
に関する著作権などのご利用に際しては、以下の各事項をご理解いただいたうえでご利用ください。

1. LWCI® は、SCI-Japanによって独自に作成・開発された手法によって算出される著作物であり、SCI-Japanは、 LWCI® 及びその関連著作物
（以下、LWCI等）、並びにLWCIを算定する手法に対して、 著作権その他一切の知的財産権を有しています。

2. LWCI® に関する商標権は、SCI-Japanに帰属しています（2022年12月、登録第6654516号）

3. 著作権法の定めに従い、LWCI等を引用する際は、必ず、出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート「Liveable Well-Being City指
標®」と明記してください。

4. 著作権法上の「私的使用」や「引用」の範囲を超えてLWCI等を使用する場合には、SCI-Japanや当該コンテンツの著作権者の使用許諾（原則、
有償）が必要となります。

5. LWCI等を許可なく複製、 編集、翻訳、翻案、放送、出版、販売、貸与、公衆送信などに使用することはできません。

6. LWCI等を許可なくブログやニュースグループ、メーリングリスト、電子掲示板などに掲載することはできません。

7. SCI-Japanは、LWCIを継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、責任を負いません。

8. SCI-Japanは、LWCIの計算方法など、その内容を変える権利及び公表を停止する権利を有しています。

9. LWCI等は、信頼できると思われる各種公開情報、オープンデータ等に基づいて作成されていますが、SCI-Japanはその正確性、完全性を保証する
ものではありません。

10. LWCI等に基づくご利用者様の決定、行為、及びその結果について、SCI-Japanは一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、ご利用者様ご自
身でご判断くださいますようお願いします。

⚫ お問合せ先：SCI-Japan／LWC指標事務局（sci-japan_lwci@murc.jp）


